
この広報誌は皆様からご協力頂いた社協会費により発行しています。
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▲このマークは社会福祉協議会の「社」を図案化し
「手をとりあって明るいしあわせな社会を建設する姿」
を表現しています

社協とは社会福祉協議会の略称です。

11月3日(日)ハートピアまつりを開催いたします。
ハートピア利用者による太鼓の演奏なども行います。
皆様のご来場楽しみにお待ちしております。
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平成25年
９月号
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10月1日～12月31日

社協会費にご協力お願いします

赤い羽根は昔から世界中で
「勇気」や「善い行い」の
しるしとして使われてきました。



社協だより

2

　皆様から頂いた大切な社会福祉協議会会費は、市民の皆様が安心して生活できる『福祉のま
ちづくり』の実現を目指し様々な福祉活動に使われています。昨年度は市内で 9,911 世帯か
ら 4,955,300 円もの会費へのご協力をいただきました。

◇ボランティア活動助成
◇新規ボランティア・サロン団体設立助成
◇出前福祉（学校への福祉講座の講師派遣）
◇社協だよりの発行
◇車椅子貸出事業
◇認知症サポーター養成講座
　（認知症を理解するための講座）
◇傾聴ボランティア講座
◇在宅福祉サービス事業の運営

　出前福祉では、普段実感できない高齢者や
視覚障がい者のことを、シニア体験セットや
車いすの使用、ブラインドウォークの体験に
より、高齢者や視覚障がい者心身状況を実感
し、相手の気持ちになるということ理解する
ことが目的です。実際に体験した小学生から
は、車いすに乗って、他の人に押されること
は『怖かった』という意見がたくさん出ました。
そこから先、自分が怖いと思ったらどのよう
に対応してあげるのが良いかを自分で考える
事が出来る事が福祉の芽を育てることになり
ます。そのことが思いやりのある社会、暮ら
しやすい社会になっていくのではないでしょ
うか？それらが社会福祉協議会の仕事の一つ
であると考えています。

沼里小学校の6年生よりお手紙を頂きました。
感じたことが素直に書いてあり、次の福祉体
験につなげていきたいと思います。

　依頼のあった小中学校に対し、福祉について講話や車椅子の介助方法、ボランティアによる
高齢者疑似実習、車椅子体験実習、点字授業を行い、福祉についての理解を深める活動をして
います。平成 24年度は 4回の出前福祉をおこないました。

ボランティア
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平成24年度　社協会費の使いみち

出前福祉
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【サービスの内容】
　調理・衣類の洗濯・住居等の掃除・
　生活必需品の買い物・話し相手など
【利用料金】
　一時間 600円　他交通費

【会員情報】　H24活動時間　570時間
利用会員　　１８名　　　現在ご利用の方（１４名）
協力会員　　１４名　　　実働（１２名）
◇内訳　江戸埼地区　１１名
　　　　　　東地区　　２名
　　　　新利根地区　　０名
　　　　　桜川地区　　１名

お手伝い
したい方

お手伝い
してほしい方

協力会員
利用会員

社会福祉協議会

④サービス提供

⑤活動報告
①サービス利用申込

②訪問相談
　会員登録

③サービス提供依頼

⑦謝礼金の支払い

⑥利用料の支払

協力会員募集
　市内在住の高齢者や障がいのある方の日常生活
のおてつだいをしてくださる方を随時募集してい
ます。協力して頂ける方、ぜひご連絡ください！！
社会福祉協議会　在宅福祉サービス
　担当　市川　電話029-892-5711

協力会員より
普段では出会えない人と関わり
をもて、またその方に感謝して
頂けることはとても活動の励み
になります

在宅福祉サービス
【在宅福祉サービスとは？】
　在宅福祉サービスは、地域のたすけあいから生まれた、住民参加型の有料・会員方式の相互
援助サービスです。
　高齢者や障害をお持ちの方など、日常の生活において何らかの援助を必要とする方（利用会
員）に対して、地域で福祉サービスに理解のある方（協力会員）が、負担を少しでも軽減する
ために、家事援助を中心としたサービス提供をする事業です。
【サービスの流れ】
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【日常生活自立支援事業とは？】
　判断能力が十分でないため、福祉サービス利用の手続きや、日常的な金銭管理が困難な方に
対し、住み慣れた地域で安心した生活が送れるよう援助・支援する事業です。

【対象者】
　　　　　　　　　　　　  認知症や物忘れのある高齢者
親族の支援を得られない　  知的障害のある方
　　　　　　　　　　　　  精神障害のある方

【サービス内容】
　◆福祉サービスの利用のお手伝い
　　◇福祉サービスを利用したり、止めたりする手続き
　　◇福祉サービスの利用料の支払い
　　◇福祉サービスについての苦情解決制度の利用手続き
　◆日常的なお金の出し入れのお手伝い
　　◇年金や福祉手帳の受取りに必要な手続き
　　◇医療費の支払い
　　◇税金や社会保険料・公共料金の支払い
　　◇支払いに必要な預貯金の払戻しや解約・預け入れの手続き
　◆大切な書類等のお預かり
　　◇銀行等の貸金庫を利用して、年金証書、通帳、権利証、契約書類、保険証書、実印、銀

行印などをお預かり

【利用料金】
　相談は無料ですが、サービス利用については下記の料金がかかります。

福祉サービスの利用援助・日常的な金銭管理 １時間あたり 900円
書類等預かりサービス １か月あたり 500円

【申込の流れ】
　利用に当たっては、社会福祉協議会の専門員が利用者本人と面接をし、援助の必要性や本人
の利用意思を確認します。その上で、社会福祉協議会との契約により、サービスが開始されます。

【問い合せ】
　社会福祉協議会　☎ 029-892-5711

日常生活自立支援事業
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　ハートピアまつりは，障がい者センター利用者と地域の方々とのふれあいを通して，
諸団体と連携しながら，障害者の自立に向け，社会性と自主性を養うことを支援し，
また，広く稲敷市民に，障害者の理解を深める場とすることを目的におこなっています。

今年も出店が
盛りだくさん !
自主製作品
（牛乳パック椅子他）
くまさんのクッキー
焼きそば・ポン菓子
etc・・

利用者全員参加の太鼓は
ハートピアの名物です。
毎週の練習の成果を見て
もらえることを楽しみに
しています。

保護者会も総出で参加します。みんな張り
切っています

ハートピア利用者も募金活動をおこないま
した。昨年は募金して頂いた方に、共同募
金のキャラクターの入ったピンバッチやお
箸、風船などを配ってアピール！！

親子の思い出、
笑顔でパチリ！

たくさんのボランティア団体に協力いた
だいています。
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ボランティアに対し稲敷ロータリークラブより顕彰を受けました

稲敷市社会福祉協議会非常勤職員募集

　稲敷ロータリークラブの第１９回顕彰状贈呈式にて市内の２つのボランティア団体が顕彰さ
れました。
　また式典では代表で馬渡ボランティア会長の小林任子さんが活動内容報告をされ式典参加者
に大きな拍手を頂き今後も変わらぬ活動を約束されました。

　ロータリークラブは「奉仕」と「国際親善」をモットーとして活動してる国
際的な民間団体です。稲敷ロータリークラブでは、①地域貢献をしている団体、
個人に対し「顕彰状贈呈式」　②地域の小学生にのこぎりや金槌の使い方を教
える「木工教室」③交換留学生の受け入れや奨学金による支援　④ポリオ撲滅
運動への拠出金などの活動を行っています

草刈りボランティア
中学校、高齢者宅の除草を継続的に実践し表
彰を受ける

馬渡ボランティア
老人ホームや独居老人への生活支援を継続的
に実践し表彰を受ける

申込期間 平成 25年 10月７日（月）から平成 25年 10月 18日（金）まで
申 込 先 稲敷市社会福祉協議会　（午前 8時 30分から午後 5時 15分まで土日・祝日除く）

問い合せ 〒 300-0054　稲敷市江戸崎甲１９９２　稲敷市江戸崎福祉センター内
稲敷市社会福祉協議会　　☎　０２９－８９２-５７１１　　

必要書類 履歴書（市販規格・写真添付）
普自免許および各資格者証の写し 募集人員 ①②とも若干名

勤務場所 稲敷市江戸崎福祉センター
（江戸崎甲１９９２）

稲敷市障がい者センターハートピアいなしき
（佐原組新田１５４０－１）

職　　務
①通所介護事業　介護職員 ②日常生活支援員

生活援助・身体介護・送迎業務 知的・身体障害のある方の日常生活支援及び送
迎業務

賃　　金 時給 850円～ 時給 850円～
資　　格 普通自動車免許 普通自動車免許
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歳末たすけあい配分事業
市内の福祉施設で行われるイベントや行
事の一部助成（H24年度実績 27施設）

地域福祉推進団体への研修費
助成

ボランティア活動育成
啓　　発　ボランティア通信の発行
団体育成　サロン・ボランティア研修会
　　　　　（社協登録 51団体）

市内すべての小中学校への助成
福祉体験事業や施設体験を通じての福祉の
心を育てる活動、地域住民とのふれあい活
動、環境美化活動やボランティア活動

稲敷市社会福祉協議会事業所

〒 300-0504
稲敷市江戸崎甲 1992 江戸崎福祉センター内
℡ 029-892-5711 ㈹  Fax029-892-5922
E-mail  soumu@inashiki-shakyo.or.jp
U R L  http://www.inashiki-shakyo.or.jp/
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稲敷市社会福祉協議会
〒 300-0749
稲敷市佐原組新田 1540-1
℡ 0299-79-3737　 Fax0299-79-3738
E-mail  heart-peer@inashiki-shakyo.or.jp
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ハートピアいなしき

　全国一斉に赤い羽根共同募金が始まります。赤い羽根共同募金は、高齢者、障がい者、
子供たちなどへの地域の福祉活動を支援する募金です。昨年度は 5,361,133 円の募金
をご協力いただきました。このうち 1,322,350 円が茨城県域の福祉事業での活用及び
災害準備金へ積立てられ、4,038,783 円が稲敷市の地域福祉のために使われました。

自分の町をよくするしくみ。

赤い羽根いなしき

稲敷市内でのつかいみち

赤い羽根共同募金運動　　　　　10月 1日～ 12月 31日
地域歳末たすけあい運動　　　　12月 1日～ 12月 31日

今年も赤い羽根共同募金事業を実施します。
皆さまのご協力をおねがいします。
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戦国BASARA４×赤い羽根共同募金　コラボレーション
　茨城県共同募金会稲敷支会では、本コラボ企画を通して、特に若い世代の皆さんに、地域の
課題を知り共同募金運動に共感していただくことで、課題解決につなげる目的をもって啓発活
動を展開します。
☆稲敷支会に設置される募金箱にご寄附頂いた方へ寄付のしるしとして、戦国BASARA４×
赤い羽根コラボ・クリアファイルを差し上げます。
☆クリアファイルの数には限りがありますのでお一人様 1枚までとし、在庫が無くなり次第
終了します。なお、転売は固く禁じます。
＜問合せ先　茨城県共同募金会稲敷市支会（稲敷市社会福祉協議会）
　　　　　　住所：稲敷市江戸崎甲 1992　　連絡先：０２９－８９２－５７１１＞

江戸崎福祉センターで募金すると江戸崎福祉センターで募金すると

このクリアファイルもらえます !!このクリアファイルもらえます !!

江戸崎福祉センターで募金すると江戸崎福祉センターで募金すると

このクリアファイルもらえます !!このクリアファイルもらえます !!
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